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 Escherichia albertiiは平成15年に新種として発表された菌種であ

り、ヒトと鳥の感染症を起こすことが知られている。E.albertiiに汚染

された食品を摂取することで食中毒を引き起こすことがあり、県内でも

平成28年に本菌を原因とした食中毒が発生している。しかし、本菌の媒

介食品についての報告は少ない。  

  そこで今回、鶏におけるE.albertiiの分離状況について調査したとこ

ろ、一部の検体から本菌特異的遺伝子が検出されたが、菌分離はできな

かった。このことは大腸菌などの他の菌に埋もれてしまったことが原因

として考えられ、本菌の分離方法には検討が必要であることがわかっ

た。 

 要     旨 
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